神経細胞接着分子L1camは、マウス大脳皮質形成過程における放射状移動において、細胞移動およびターミナルトランスロケーションに必須である。 by 外﨑 円
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する像が観察された（Days in vitro（Div）1–2 : 5.32 ± 0.46 μm/hr、Div2–3 : 7.39 ± 0.64 μm/hr）。一方、L1KD
細胞では中間帯でのロコモーションによる細胞遊走速度が24時間（Div1）後から低下傾向を示し、48時間（Div2）






先導突起がより長くかつ彎曲していた（突起長; 対照細胞 35.78 ± 2.49 μm、L1KD細胞 60.62 ± 5.66 μm）。彎
曲度を定量的に評価するために、突起の曲線性を指標とした彎曲度数（Curvature Index）を計測すると、対照
細胞のそれに比しL1KD細胞では有意に増加していた（対照細胞 1.019 ± 0.006、L1KD細胞 1.073 ± 0.026）。
さらに、この差は突起先端が辺縁帯に達するターミナルトランスロケーション開始時以降も継続し、皮質板最上
部への細胞体移動が有意に低下していたことから、当該突起形態の異常はターミナルトランスロケーションの動
態に影響を与えていることが考えられた。 
以上の結果より、哺乳類の大脳皮質形成過程において重要なステップに位置付けられる放射状遊走の各相（ロ
コモーションおよびターミナルトランスロケーション）の進行に、L1が機能的に極めて深く関わっていることが
示唆された。 
 
